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54－    － 
フィクションの深い学びを促す学習評価?
―Jennifer Serravallo(2018) Understanding Texts & Readers を手がかりとして― 
 





















を提唱した Jennifer Serravallo の近著 Understanding Texts & Readers を手がかりとして、 
（１）作品や文章のどのような要素に目を向けていけば「深い学び」がいざなわれるのか、 
                                                             






















（枠内に引用した文章はとくに断らない限り、Understanding Texts & Readers の文章を稿者が仮訳し
たものであり、引用末尾の(p.  )はすべて Understanding Texts & Readers のページ数である）。 
 
２? Serravallo 著 Understanding Texts & Readers の内容?






























                                                             
2 本のなかから 200 語ほどの部分を抜粋した本や文章を使って、音読の正確さ・流暢さ・表面的な質問に対す
る理解をはかる評価法。 












? そして「まるごと一冊の本の理解のレベルは、短い抜粋を使った場合よりも、だいたい 2 レベル
ほど低い」ということが明らかになった。 





なった。そして、その年の 4 年生の州試験に合格したのだが、それ以上に重要なのは Vanessa が「読





? Serravallo はこの Vanessa のエピソードが読むことの指導に多くの教訓をもたらすとして、
Understanding Texts & Readers における読むことの「指導と評価」論の基盤となるとしている。?
 
３? Understanding Texts & Readers の内容の検討?
－Serravallo のカンファレンスから浮かびあがる「深い学び」を促す学習評価のあり方－?















? 以下では上述のような特徴をそなえた Understanding Texts & Readers の、とくに第２部と第４部の
内容を手がかりとして、フィクションの深い学びを導く評価と指導のあり方を探る。  
 




























                                                             
3 ” look for”はこの場合生徒たちに「期待すること」（できるようになってほしいこと）という意味で、名詞とし
て扱われている。これが複数あることをあらわすため複数形となっているが、辞書には”look for”のこのような
意味用法認められず、筆者の造語だと思われる。たとえば「プロットと設定」の J レベル(小 1 相当)の”look fors”
は「本文や絵を使って複数の重要な出来事を再話する」「因果関係を理解する」「その場面での主な問題を多面
的に認識する」「設定を名づける」の四つである。  
58－    － 
たちが本や文章を一人読みしている最中に、少し間をとって書き込めるようにしておきます（生徒





































                                                             
4 山元（2018）参照。Beers らは「精読(close reading)」のための入り口をこのように呼んでいる。  





































































































































る。Serravallo は『あたし、アンバー・ブラウン』を読むことになった Carly に、次のような「手引







































































Serravallo はプリントの「質問」の意図について Carly にたずねている。Serravallo 5 にあるように
これらの質問が登場人物の質問であり、「答えるのに工夫がいる」としている。Carly６は答えるの
































































































































                                                             
5 Fountas & Pinnell(2017)は「ガイド読み(Guided Reading)」のための本や文章のレベル分けの基準を提案した。
それによると A～Z＋までの２７段階のレベル分けのうち、A～D「幼稚園」、E～J「1 年」、K～M「2 年」、N～
P「3 年」、Q～S「4 年」、T～V「5 年」、W～Y「6 年」、Z「7・8 年」、Z＋「高校／成人」となっている。Serravallo
は Fountas と Pinnell の提案に従いながら、フィクションとノンフィクションについて、それぞれの読みの目標
に照らしながら、実際の子どもの本についての「レベル分け」の具体的提案を行っている。たとえばレベル K
（2 年）とレベル R（4 年）の記載は次のようになっていて、選書の基準となりうる。  
【レベル K】「このレベルの章分けされた本（チャプター・ブック）は、多彩な方法で書かれることになるだろ
う。がまくんとかえるくんシリーズ（アーノルド・ローベル）のように、各章が読み切りの自己完結する物
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付記? 本稿は、第 136 回全国大学国語教育学会・茨城大会・自由研究発表「フィクションの深い学
びを促す学習評価－Jennifer Serravallo(2018)Understanding Texts & Readers を手がかりとして－」
（2019.6.1.土、茨城大学水戸キャンパス）の発表内容の一部を論文化したものである。当日は多く
の学会参加者から貴重な質問・意見をいただいた。 
? また、本研究は JSPS 科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）一般「読むことの「深い学び」を促す学
習評価法開発に関する基礎的研究」（課題番号 18K02668）によるものである。 
? いずれも、記して感謝し、厚く御礼申し上げる次第である。 
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